
判例時報

マ
借
受
人
の
名
義
を
借
り
て
さ
れ
た

融
資
契
約
が
名
義
貸
し
に
よ
っ
て

無
効
と
さ
れ
た
事
例

2266号

、、
仮
登
記
に
基
づ
く
本
登
記
登
記
手
続
請
求
ノ

事
件
(
第
一
事
件
)
、
根
抵
当
権
設
定
仮

登
記
抹
消
登
記
手
続
請
求
事
件
(
第
二
事

件
)
、
貸
金
請
求
事
件
(
第
三
事
件
)
、
横

一
浜
地
裁
川
崎
支
部
平
二
四
肋
=
二

六
号

一
(第

一
事
件
)
・
同
五
三
三
号
(
第
二
事

一
件
)
・
同
七

O
四
号
(
第
三
事
件
)
、
平

一
お
・
日
・
部
民
事
部
判
決
、
一
部
認
容
、

「
一
部
棄
却
(
控
訴
〈
控
訴
棄
却
〉
)

L 

95 

一
本
件
は
、
借
受
人
の
名
義
を
借
り
て

さ
れ
た
融
資
契
約
の
効
力
が
争
わ
れ
た
事
案

で
あ
る
。
X
と
vu.と
の
聞
で
は
、

一
三
O
O万
円
の

金
銭
消
費
貸
借
契
約
が
、

X
と
も
と
の
間
で

は
、
本
件
消
費
貸
借
契
約
に
基
づ
く
連
帯
保

証
契
約
と

L
の
所
有
す
る
不
動
産
に
つ
き
根

抵
当
権
設
定
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。

X

は
、
本
件
、
消
費
貸
借
契
約
に
基
づ
く
支
払
が

滞
っ
て
い
る
と
し
て
、
む
に
対
し
、
本
件
根

抵
当
権
設
定
契
約
に
基
づ
き
、
本
件
各
不
動

産
の
本
登
記
手
続
を
求
め
(
本
件
第

一
事

件
)
、
巴
及
び
V
り
に
対
し
、
本
件
消
費
貸
借

契
約
及
び
本
件
連
帯
保
証
契
約
に
基
づ
き
、

残
元
金
等
の
支
払
い
を
求
め
た
(
本
件
第
三

事
件
)
。
こ
れ
に
対
し
、

L
は、

X
に
対
し
、

本
件
根
抵
当
設
定
契
約
に
基
づ
き
設
定
さ
れ

た
本
件
各
不
動
産
の
仮
登
記
が
無
効
で
あ
る

と
し
て
、
所
有
権
に
基
づ
き
、
本
件
各
仮
登

記
の
抹
消
登
記
手
続
き
を
求
め
た
(
本
件
第

二
事
件
)
。

1.及
び
も
の
主
張
は
、
要
す
る
に
、
①
本

件
消
費
貸
借
契
約
に
つ
い
て
は
、
じ
に
金
融

を
得
さ
せ
る
目
的
で
名
目
的
に
V
H
の
名
義
を

使
用
し
、
不
動
産
購
入
資
金
の
名
下
で
融
資

を
行
っ
た
名
義
貸
し
で
、
民
法
九
三
条
た
だ

し
書
の
類
推
適
用
に
よ
り
無
効
で
あ
り
、
②

X
は
、
連
帯
保
証
契
約
や
根
抵
当
権
設
定
契

約
を
締
結
す
る
際
に
保
証
人
や
物
上
保
証
人

に
対
し
て
契
約
内
容
を
き
ち
ん
と
理
解
さ
せ

る
べ
き
信
義
則
上
の
義
務
を
怠
っ
た
か
ら
、

契
約
目
的
の
達
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た

も
の
で
解
除
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

二
裁
判
所
は
、
以
下
の
と
お
り
判
示
し

て、

X
の
請
求
(
本
件
第
一
事
件
及
び
本
件

第
三
事
件
)
は
い
ず
れ
も
棄
却
し
、

V
H
の
請

求
(
本
件
第
二
事
件
)
を
認
容
し
た
。
な

お
、
本
件
契
約
に
至
る
ま
で
に
複
数
の
介
在

者
が
あ
り
、
複
雑
な
経
過
を
た
ど
っ
て
い
る

が
、
そ
の
部
分
は
判
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ω
も
(
不
動
産
紹
介
業
)
は
、

X
の
担

当
者
よ
り
、

V
け
が
高
齢
(
七
七
歳
)
の
た
め

X
の
社
内
規
程
に
よ
り
債
務
者
と
な
れ
な
い

た
め
、
じ
が
実
際
の
借
入
人
で
担
保
提
供
者

で
あ
り
な
が
ら
、
巴
を
名
義
債
務
者
、

vりを

連
帯
保
証
人
と
し
て
借
り
入
れ
契
約
を
結
ぶ

と
と
も
に
、
担
保
不
動
産
を
巴
の
運
営
す
る

会
社
が
じ
よ
り
購
入
す
る
売
買
契
約
を
締
結

し
て
ほ
し
い
旨
の
説
明
を
受
け
、
こ
れ
を
承

諾
し
た
。ω
本
件
消
費
貸
借
契
約
の
効
力
に

つ
い

て、

X
に
お
い
て
、
高
齢
で
あ
る
じ
に
金
融

を
得
さ
せ
る
目
的
で
、
じ
の
意
図
の
も
と
に

V
H
の
承
諾
を
得
て
、

1.
の
名
義
を
使
用
し

て
、
不
動
産
購
入
資
金
名
下
に
融
資
を
行
っ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
貸
付
け
に
際

し、

X
の
担
当
者
は
、
自
ら
V
H
に
名
義
貸
し

を
促
し
て
主
導
す
る
形
で
名
義
貸
し
に
関
与

し
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
消
費
貸
借
契
約
が

名
義
貸
し
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
理
解
し
て

い
た
と
し
て
、
民
法
九
三
条
た
だ
し
書
の
類

推
適
用
に
よ
り
無
効
と
な
る
旨
判
断
し
た
。

そ
の
上
で
、
本
件
連
帯
保
証
契
約
に
つ

い
て
は
、
附
従
性
に
よ
り
効
力
が
生
じ
な
い

旨
判
断
し
た
。

ま
た
、
信
義
則
上
の
義
務
違
反
の
主
張
に

つ
い
て
は
、

X
は
、
本
件
両
契
約
締
結
時
に

お
い
て
、
連
帯
保
証
人
及
び
物
上
保
証
人
と

な
る
も
に
対
し
、

1.が
主
債
務
を
弁
済
し
な

い
場
合
に
は
、
本
件
各
不
動
産
が
競
売
に
か

け
ら
れ
て
所
有
権
を
喪
失
す
る
リ
ス
ク
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
説
明
せ
ず
、

熟
慮
期
間
も
与
え
ず
に
関
係
書
類
に
署
名
押

印
さ
せ
た
う
え
、
本
件
両
契
約
書
を
交
付
し

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
信
義
則
上
の
義
務

で
あ
る
保
証
人
保
護
義
務
に
違
反
し
た
と
し

た
う
え
、
本
件
両
契
約
は
上
記
保
証
人
保
護

義
務
の
不
履
行
に
基
づ
き
解
除
さ
れ
た
旨
判

断
し
た
。
三
本
判
決
は
、
名
義
貸
し
を
知
つ
で
し

た
融
資
の
効
力
(
第

一
争
点
)
及
び
保
証
人

に
対
し
債
務
者
の
状
況
を
説
明
せ
ず
、
か
っ

熟
慮
期
間
を
与
え
ず
に
署
名
押
印
さ
せ
、
そ

の
契
約
書
も
交
付
し
な
か
っ
た
人
的
・
物
的

保
証
契
約
の
効
力
(
第
二
争
点
)
の
二
点
に

つ
い
て
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

ω
第

一
争
点
に

つ
い
て
、
金
融
機
関
が

名
義
貸
し
に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
的
構

成
、
事
実
認
定
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
な
お

統
一
さ
れ
て
い
な
い
点
が
あ
る
が
、
本
件
は

名
義
貸
し
に
よ
る
無
効
を
認
め
や
す
い
事
案

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
最
高
裁
判
決

後
に
も
、
東
京
地
判
平

H
・
I
-
M
金
判

一

O
八
五
・
三

て

同
平
日

・
5
・
U
同

一
O

八
五

・
二
五
、
同
平
日

・
叩
・
お
判
タ
一

O

六
五

・
二
七
な
ど
が
あ
る
。
西
森
み
ゆ
き

「
判
批
」

'判
タ

一
O
六
五

・
二
七
及
び
大
阪

高
判
平
日
・

5
・
幻
金
判
一

O
八
五

・
二
五

の
解
説
参
照
。

ω
第
二
争
点
に
つ
い
て
、

債
権
者
に
つ

い
て
は
保
証
契
約
締
結
時
の
保
証
人
保
護
義

務
が
あ
り
、
か
か
る
義
務
を
怠
っ
た
と
し
て

解
除
事
由
を
構
成
す
る
と
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
本
件
に
お
い
て
は
、
保
証
人
保
護
義
務

が
な
ぜ
生
じ
る
の
か
に
つ
き
具
体
的
な
理
由

及
び
そ
の
具
体
的
な
内
容
(
例
一
契
約
内
容

に
つ
き
ど
の
程
度
詳
細
に
説
明
を
行
う
義
務

名
義
貸
し
の
事
実
を
知
っ
て
融
資
を
行
っ
た

場
合
に
は
、
当
該
契
約
は
民
法
九
三
条
た
だ

し
書
の
類
推
適
用
に
よ
り
無
効
と
な
る
旨
の

最
高
裁
判
例
(
平
7
・
7
・
7
金
法

一
四
三

六
・
三

二

に

従

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本

件
に
お
い
て
は
、
上
記
最
高
裁
判
例
が
事
実

認
定
か
ら
貸
主
で
あ
る
銀
行
の
関
与
が
強
く

推
定
さ
れ
、
名
義
貸
し
で
あ
る
こ
と
を
知

っ

て
い
た
と
認
定
さ
れ
た
ケ
l
ス
で
あ
る
こ
と

と
比
較
す
る
と
、
む
し
ろ
貸
主
の
主
導
の
も

と
に
名
義
貸
し
を
促
し
た
旨
認
定
さ
れ
た
点

に
お
い
て
帰
結
に
は
多
論
を
要
し
な
い
で
あ

ろ
う
。
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が
あ

っ
た
の
か
、
熟
慮
期
間
と
し
て
ど
の
程

度
与
え
る
べ
き
か
、

事
後
的
に
契
約
内
容
を

是
正
す
る
機
会
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
か
等
)
に
つ
い
て
示
さ
れ
な
か
っ
た
も

の
の
、
こ
れ
は
、
本
件
事
実
認
定
の
も
と
で

は
、
そ
も
そ
も
債
権
者
が
主
体
と
な

っ
て
名

義
貸
し
を
主
導
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
詳

細
に
保
証
人
保
護
義
務
を
示
さ
ず
と
も
何
ら

保
証
人
保
護
行
為
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
結
論
に
影
響
し
な
か

っ
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ど
の
よ
う

な
状
況
に
お
い
て
、
い
か
な
る
保
証
人
保
護

義
務
を
履
行
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
今
後

判
例
の
集
積
を
待
ち
た
い
。

保
証
人
保
護
義
務
に
つ
い
て
は
、
特
に
民

法
改
正
法
案
と
の
関
係
で
、
事
業
者
が
個
人

に
保
証
を
依
頼
す
る
際
に
は
、
事
業
者
に
契

約
締
結
時
の
情
報
説
明
義
務
が
課
せ
ら
れ
、

か
か
る
義
務
を
違
反
す
る
こ
と
は
取
消
事
由

に
な
る
(
改
正
後
の
民
法
四
六
五
条
の

一

O
)
こ
と
か
ら
、
民
法
が
改
正
さ
れ
た
際
に

は
関
心
を
集
め
る
と
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
本
判
決
は
、
本
件
連
帯
保
証

契
約
に
つ
い
て
、
本
件
消
費
貸
借
契
約
が
無

効
と
な
っ
た
た
め
、
附
従
性
に
よ
り
効
力
が

生
じ
な
い
と
判
断
し
つ
つ
も
、
本
件
両
契
約

に
つ
い
て
は
重
大
な
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と

し
て
解
除
を
認
め
た
が
、
同
一
の
契
約
で
あ

る
本
件
連
帯
保
証
契
約
に
つ
き
、
無
効
と
し

つ
つ
解
除
を
認
め
る
の
は
論
理
矛
盾
で
あ

り
、
念
の
た
め
の
判
断
と
は
い
え
、
裁
判
所

の
理
論
構
成
に
は
疑
問
が
持
た
れ
よ
う
。
む

し
ろ
、
本
件
消
費
貸
借
契
約
と
本
件
両
契
約

は
一
体
の
関
係
(
す
な
わ
ち
、

V
H
を
実
質
債
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務
者
と
す
る
た
め
、

v
h
を
形
式
的
な
債
務

者
・
む
を
保
証
人
と
す
る
一
連
の
行
為
)
で

あ
る
と
い
う
実
態
を
捉
え
、
人
的
保
証
及
び

物
上
保
証
の
設
定
契
約
に
つ
き
、
本
件
消
費

貸
借
契
約
が
無
効
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
附

従
性
で
無
効
と
な
っ
た
と
す
る
べ
き
で
あ

り
、
か
っ
、
そ
れ
で
十
分
で
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
。四
本
判
決
は
、
民
法
九
三
条
た
だ
し
書

き
の
類
推
適
用
が
さ
れ
た
事
例
で
あ
り
、
保

証
人
の
信
義
則
上
の
保
護
義
務
に
つ
い
て
判

断
が
示
さ
れ
た
も
の
で
、
事
例
と
し
て
参
考

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

(
仮
名
)

〈
参
照
条
文
〉

〈
当

事

者

〉

民
法
九
三
条
但
書
・
一
条
H

第
一
及
び
第
三
事
件
原
告
、
第

二
事
件
被
告
X
株

式

会

社

(
以
下
「
原
告
会

社
」
と
い
う
。
)

同
代
表
者
代
表
取
締
役

甲

野

太

郎

同
訴
訟
代
理
人
弁
護
士

望

月

宣

武

同

木

村

奈

央

第
一
及
び
第
三
事
件
被
告
、
第

二
事
件
原
告
乙

山

松

夫

(
以
下
「
被
告
乙

山
」
と
い
う
。
)

同
訴
訟
代
理
人
弁
護
士

板

倉

敏

池

田

幹

同

雄行

第
三
事
件
被
告丙

川

竹

夫

(
以
下
「
被
告
丙

川
」
と
い
う
」

同
訴
訟
代
理
人
弁
護
士

高

瀬

研

治

【
主
文
】
一
原
告
会
社
は
、

ω
別
紙
物
件
目
録
記
載
一
の
土
地
に
つ

き
、
別
紙
登
記
目
録
記
載
一
の
根
抵
当

権
設
定
仮
登
記
の

ω
別
紙
物
件
目
録
記
載
二
の
土
地
に
つ

き
、
別
紙
登
記
目
録
記
載
二
の
根
抵
当

権
設
定
仮
登
記
の

ω
別
紙
物
件
目
録
記
載
三
の
土
地
に
つ

き
、
別
紙
登
記
目
録
記
載
三
の
根
抵
当

権
設
定
仮
登
記
の

ω
別
紙
物
件
目
録
記
載
四
の
建
物
に
つ

き
、
別
紙
登
記
目
録
記
載
四
の
根
抵
当

権
設
定
仮
登
記
の

各
抹
消
登
記
手
続
を
せ
よ
。

二
原
告
会
社
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す

る。

三
訴
訟
費
用
は
、
第
一
な
い
し
第
三
事
件

を
通
じ
、
い
ず
れ
も
原
告
会
社
の
負
担
と

す
る
。

【
事
実
及
び
理
由
】
第
一
当
事
者
の
求
め
た

裁
判一
原
告
会
社
(
第

一
事
件
及
び
第
三
事
件
)

ω
被
告
乙
山
は
、
原
告
会
社
に
対
し
、
別
紙

物
件
目
録
記
載
の
各
不
動
産
応
つ
き
な
さ
れ
て
い

る
別
紙
登
記
目
録
記
載
の
各
根
抵
当
権
設
定
仮
登

記
の
本
登
記
手
続
を
せ
よ
。

ω
被
告
乙
山
及
び
被
告
丙
川
は
、
原
告
会
社

に
対
し
、
連
帯
し
て
、
残
元
金
一
二
九
八
万
五
四

九
一
円
、
利
息
一

O
万
九
九
八
六
円
及
び
残
元
金

一
二
九
八
万
五
四
九

一
円
に
対
す
る
平
成
二
四
年

四
月
一
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
年
二

O
パ
ー
セ

ン

ト
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
支
払
え
。

二
被
告
乙
山
(
第
二
事
件
)

主
文
一
項
と
同
旨

第
二
事
案
の
概
要
等

一
事
案
の
概
要

本
件
第
一
事
件
は
、
原
告
会
社
が
、
被
告
乙
山

に
対
し
、
根
抵
当
権
設
定
契
約
に
基
づ
き
、
別
紙

物
件
目
録
〈
略
〉
記
載
の
各
不
動
産
(
以
下

「本

件
各
不
動
産
」
と
い
う
。
)
に
つ
き
な
さ
れ
て
い

る
別
紙
登
記
目
録
〈
略
〉
記
載
の
各
根
抵
当
権
設

定
仮
登
記
(
以
下
「
本
件
各
仮
登
記
」
と
い
う
。
)

の
本
登
記
手
続
を
求
め
た
事
案
で
あ
り
、
本
件
第

二
事
件
は
、
被
告
乙
山
が
、
原
告
会
社
に
対
し
、

本
件
各
仮
登
記
が
無
効
で
あ
る
と
し
て
、
所
有
権

に
基
づ
き
、
本
件
各
不
動
産
に
つ
き
な
さ
れ
て
い

る
本
件
各
仮
登
記
の
抹
消
登
記
手
続
を
求
め
た
事

案
で
あ
り
、
本
件
第
三
事
件
は
、
原
告
会
社
が
、

借
主
で
あ
る
被
告
丙
川
及
び
そ
の
連
帯
保
証
人
で

あ
る
被
告
乙
山
に
対
し
、
消
費
貸
借
契
約
及
び
連

帯
保
証
契
約
に
基
づ
き
、
連
帯
し
て
、
残
元
金
一

二
九
八
万
五
四
九
一
円
、
利
息
一

O
万
九
九
八
六

円
及
び
残
元
金
一
二
九
八
万
五
四
九
一
円
に
対
す

る
平
成
二
四
年
四
月
一
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
年

二
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の

支
払
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

二
前
提
事
実
(
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
事

実
及
び
証
拠
に
よ
り
容
易
に
認
定
で
き
る
事
実
)

¥
編
注

・
本
誌
で
は
証
拠
の
表
示
/

/
は
省
略
な
い
し
割
愛
し

ま

す

¥

ω
被
告
乙
山
は
、
平
成
一
四
年
一
月
一
一

日
、
相
続
に
よ
り
、
本
件
各
不
動
産
を
所
有
し
、

現
在
、
別
紙
物
件
目
録
〈
略
〉
記
載
四
の
建
物
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(
以
下
「
本
件
建
物
」
と
い
う
。
)
に
娘
家
族
と

一
緒
に
居
住
し
て
い
る
。

ω
本
件
各
不
動
産
に
つ
き
、
原
告
会
社
を
権

利
者
と
す
る
本
件
各
仮
登
記
が
設
定
さ
れ
て
い

る。第
三
当
事
者
の
主
張

(
第
一
事
件
及
び
第
三
事
件
)

一
原
告
会
社

ω
金
銭
消
費
貸
借
契
約
の
締
結

原
告
会
社
は
、
被
告
丙
川
に
対
し
、
平
成
二
四

年
二
月
三
日
、
以
下
の
約
定
に
よ
り
、
一
三

O
O

万
円
を
貸
し
渡
し
た
(
以
下
、
こ
の
契
約
を

「本

件
消
費
貸
借
契
約
」
と
い
い
、
こ
の
貸
付
け
を

「
本
件
貸
付
け
」
と
い
う
。
)
。

(
契
約
内
容
)

ア

債

務

者

被

告

丙

川

イ
連
帯
保
証
人
被
告
乙
山

ウ

弁

済

期

毎

月

限

り

そ

の

月

の

利

息

と
元
金
を
二
回
に
分
割
し
て

最
終
弁
済
期
限
の
平
成
二
四

年
三
月
末
日
ま
で
に
返
済
す

る。

エ

利

息

年

一

O
パ
ー
セ
ン
ト

オ
遅
延
損
害
金
年
二

O
パ
ー
セ
ン
ト

カ

特

約

利

息

及

び

元

金

の

毎

月

の

支
払
期
限
に
支
払
を
一
回
で

も
怠
っ
た
と
き
は
、
期
限
の

利
益
を
喪
失
し
、
残
額
を

一

時
期
に
支
払
う
。

ω
連
帯
保
証
契
約
の
締
結

被
告
乙
山
は
、
平
成
二
四
年
二
月
三
日
、
原
告

会
社
と
の
間
で
、
被
告
丙
川
の
本
件
消
費
貸
借
契

約
に
基
づ
く
債
務
(
以
下

「本
件
債
務
」
と
い

う
。
)
を
連
帯
し
て
履
行
す
る
こ
と
を
約
し
、
連
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帯
保
証
契
約
(
以
下
「
本
件
連
帯
保
証
契
約
」
と

い
う
。
)
を
締
結
し
た
。

ω
根
抵
当
権
設
定
契
約
の
締
結

被
告
乙
山
は
、
平
成
二
四
年
二
月
三
日
、
原
告

会
社
と
の
間
で
、
本
件
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
す

る
と
と
も
に
、
本
件
債
務
を
担
保
す
る
た
め
、
本

件
各
不
動
産
に
、
以
下
の
約
定
に
よ
り
、
根
抵
当

権
設
定
契
約
(
以
下
「
本
件
根
抵
当
権
設
定
契

約
」
と
い
い
、
本
件
連
帯
保
証
契
約
と
合
わ
せ
て

「
本
件
両
契
約
」
と
い
う
。
)
を
締
結
し
、
別
紙

登
記
目
録
〈
略
〉
記
載
の
と
お
り
、
本
件
各
仮
登

記
を
経
由
し
た
。

特
約
被
告
乙
山
と
原
告
会
社
は
、
被
告
丙
川

が
平
成
二
四
年
三
月
=
二
日
ま
で
に
本
件

債
務
を
完
済
し
な
い
場
合
は
、
本
件
各
仮

登
記
を
本
登
記
に
す
る
手
続
を
行
な
う
。

ω
被
告
丙
川
の
本
件
債
務
の
支
払

ア
被
告
丙
川
は
、
原
告
会
社
に
対
し
、
平
成

二
四
年
二
月
二
九
日
、
銀
行
振
込
み
に
よ
り
、

一

一
万

O
四一

O
円
(
内
訳
、
利
息
金
九
万
五
九
O

一
円
、
元
金
一
万
四
五

O
九
円
)
を
支
払
っ
た
。

本
件
債
務
は
、
残
元
金
が
一
二
九
八
万
五
四
九

一

円
と
な
っ
た
。

イ
被
告
丙
川
は
、
平
成
二
四
年
三
月
=
二
日

に
本
件
債
務
の
支
払
期
限
が
到
来
し
た
が
、
残
元

金
一
二
九
八
万
五
四
九
一
円
、
利
息
一

O
万
九
九

八
六
円
の
支
払
を
怠
っ
て
い
る
。

ω
結
語

よ
っ
て
、
原
告
会
社
が
、
被
告
乙
山
に
対
し
、

本
件
根
抵
当
権
設
定
契
約
に
基
づ
き
、
本
件
各
不

動
産
に
つ
き
な
さ
れ
て
い
る
本
件
各
仮
登
記
の
本

登
記
手
続
を
求
め
る
と
と
も
に
、
被
告
丙
川
及
び

被
告
乙
山
に
対
し
、
本
件
消
費
貸
借
契
約
及
び
本

件
連
帯
保
証
契
約
に
基
づ
き
、
連
帯
し
て
、
残
元

金
一
二
九
八
万
五
四
九

一
円
、
利
息
一

O
万
九
九
書
面
を
交
付
す
べ
き
義
務
に
違
反
し
た
。

八
六
円
及
び
残
元
金
二
一
九
八
万
五
四
九
一
円
に
例
原
告
会
社
は
、
本
件
両
契
約
締
結
の

対
す
る
平
成
二
四
年
四
月
一
日
か
ら
支
払
済
み
ま
際
、
上
記
保
証
人
保
護
義
務
を
怠
り
、
被
告
乙
山

で
年
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
を
し
て
本
件
両
契
約
を
締
結
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ

金

の

支

払

を

求

め

る

。

て

、

被

告

乙

山

が

実

質

的

に

三

O
O万
円
を
借
り

二
被
告
乙
山
の
原
告
会
社
の
主
張
に
対
す
る
受
け
る
と
い
う
契
約
目
的
の
達
成
に
重
大
な
影
響

認

否

及

び

主

張

を

与

え

た

も

の

で

あ

る

か

ら

、

原

告

会

社

の

上

記

ω
原
告
会
社
の
主
張
に
対
す
る
認
否
保
証
人
保
護
義
務
の
不
履
行
は
、
本
件
両
契
約
の

ア
原
告
会
社
の
主
張

ωな
い
し

ωの
事
実
は
解
除
の
要
件
を
充
た
し
て
い
る
。

否

認

す

る

。

帥

そ

こ

で

、

被

告

乙

山

は

、

平

成

二

四

年

イ

同

ωの
事

実

は

不

知

。

六

月

一

八

日

付

け

第

一

準

備

書

面

に

お

い

て

、

原

ウ

同

ωは
争

う

。

告

会

社

に

対

し

、

本

件

両

契

約

を

解

除

す

る

旨

の

ω
被

告

乙

山

の

主

張

意

思

表

示

を

し

た

。

ア
原
告
会
社
の
本
件
両
契
約
締
結
時
に
お
け
イ
原
告
会
社
の
詐
欺
に
基
づ
く
取
消
し

る
保
証
人
保
護
義
務
違
反
に
よ
る
本
件
両
契
約
の

'

関
原
告
会
社
は
、
被
告
乙
山
に
対
し
、
実

解

除

質

的

に

は

自

己

に

金

銭

が

交

付

さ

れ

る

内

容

の

契

肘
債
権
者
は
、
連
帯
保
証
契
約
や
根
抵
当
約
を
締
結
す
る
目
的
し
か
有
し
て
い
な
か

っ
た
の

権
設
定
契
約
を
締
結
す
る
際
に
は
、
保
証
人
や
物
で
あ
る
か
ら
、
前
記
ア

ωの
①
な
い
し
⑤
の
各
事

上
保
証
人
に
対
し
て
、
そ
の
契
約
内
容
を
き
ち
ん
実
に
つ
き
、
告
知
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

と
理
解
さ
せ
、
ま
た
、
冷
静
な
考
慮
の
も
と
で
、
被
告
乙
山
か
ら
、
被
告
乙
山
の
契
約
目
的
を
示
さ

保
証
引
受
け
の
可
否
を
決
定
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
た
の
で
、
前
記
各
告
知
義
務
を
履
行
す
る

せ
、
契
約
内
容
に
誤
り
が
あ
る
場
合
に
は
、
事
後
と
、
被
告
乙
山
が
、
本
件
各
不
動
産
の
所
有
権
を

的
に
契
約
内
容
を
是
正
す
る
機
会
を
与
え
る
、
信
喪
失
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
及
び
被
告
乙
山
の

義
上
の
保
証
人
保
護
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
目
的
に
沿
っ
た
契
約
内
容
で
な
い
こ
と
を
知
る
こ

刊
本
件
に
お
い
て
、
原
告
会
社
は
、
本
件
と
に
な
り
、
本
件
両
契
約
を
締
結
し
な
い
で
あ
ろ

両
契
約
締
結
時
に
お
い
て
、
連
帯
保
証
人
及
び
物
う
こ
と
を
予
見
し
て
い
た
。
原
告
会
社
は
、
上
記

上
保
証
人
と
な
る
被
告
乙
山
に
対
し
、
①
被
告
乙
告
知
義
務
を
怠
れ
ば
、
被
告
乙
山
が
錯
誤
に
陥

山
に
生
じ
る
リ
ス
ク
を
説
明
す
る
義
務
に
違
反
り
、
本
件
両
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
認
識
し
な

し
、
②
被
告
丙
川
の
資
力
、
収
入
を
考
慮
す
べ
き
が
ら
、
本
件
両
契
約
を
締
結
さ
せ
た
も
の
で
あ

義
務
に
違
反
し
、
③
原
告
会
社
と
被
告
丙
川
と
の
る
。

聞
の
取
引
状
況
を
説
明
す
る
義
務
に
違
反
し
、
④

保
証
意
思
の
決
定
に
重
要
な
事
項
を
説
明
す
る
義

務
に
違
反
し
、
⑤
被
告
乙
山
に
熟
慮
期
間
を
与
え

る
義
務
に
違
反
し
、
⑤
被
告
乙
山
に
契
約
書
等
の

的
そ
こ
で
、
被
告
乙
山
は
、
原
告
会
社
の

上
記
詐
欺
に
よ
り
、
本
件
両
契
約
を
締
結
さ
せ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
平
成
二
四
年
三
月

一

三
目
、
原
告
会
社
に
対
し
、
内
容
証
明
郵
便
に
よ
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り
、
本
件
両
契
約
を
取
り
消
す
旨
の
意
思
表
示
を

し
、
同
意
思
表
示
は
、
翌
一
四
日
、
原
告
会
社
に

到
達
し
た
。

ウ
被
告
乙
山
の
錯
誤
に
よ
る
無
効

的
被
告
乙
山
は
、
丁
原
を
形
式
的
な
借
主

と
し
つ
つ
、
実
質
的
に
は
自
己
に
金
銭
が
交
付
さ

れ
る
内
容
の
契
約
を
締
結
す
る
目
的
し
か
有
し
て

お
ら
ず
、
初
対
面
で
全
く
の
他
人
で
あ
る
被
告
丙

川
の
本
件
債
務
を
担
保
す
る
た
め
に
、
本
件
各
不

動
産
の
所
有
権
喪
失
の
リ
ス
ク
を
負
っ
て
ま
で
保

証
を
し
た
り
、
物
上
保
証
し
た
り
す
る
動
機
は
な

か
っ
た
。川
被
告
乙
山
は
、
本
件
両
契
約
を
締
結
す

る
際
、
原
告
会
社
の
担
当
者
で
あ
っ
た
戊
田
春
夫

(
以
下
「
戊
田
」
と
い
う
。
)
に
対
し
、
被
告
乙

山
の
目
的
を
表
示
し
て
、
意
思
表
示
を
な
す
に
つ

い
て
の
動
機
を
表
示
し
た
。

例
原
告
会
社
が
、
前
記
ア
、

ωの
保
証
人

保
護
義
務
を
履
行
し
て
い
れ
ば
、
被
告
乙
山
本
人

の
み
な
ら
ず
、
一
般
人
も
ま
た
、
本
件
両
契
約
を

し
な
か
っ
た
と
い
え
る
か
ら
、
本
件
両
契
約
に
お

け
る
被
告
乙
山
の
意
思
表
示
は
、
民
法
九
五
条
本

文
の
「
法
律
行
為
の
要
素
の
錯
誤
」
が
存
在
す
る

の
で
、
本
件
両
契
約
は
無
効
で
あ
る
。

同
被
告
乙
山
は
、
原
告
に
対
し
、
そ
の
目

的
を
示
し
て
お
り
、
原
告
会
社
は
、
被
告
乙
山
が

本
件
両
契
約
を
締
結
し
た
動
機
を
認
識
し
て
い
た

の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
両
契
約
が
被
告
乙
山
の
誤

信
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
悪
意
で
あ
り
、
民
法
九
五
条
た
だ
し
書
は
適
用

さ
れ
な
い
。

エ
保
証
意
思
の
欠
知

肘
被
告
乙
山
は
、
丁
原
を
形
式
的
な
借
主

と
し
つ
つ
、
実
質
的
に
は
自
己
に
金
銭
が
交
付
さ
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れ
る
内
容
の
契
約
を
締
結
す
る
目
的
し
か
有
し
て

い
な
か
っ
た
。

的
し
か
し
な
が
ら
、
現
金
は
被
告
丙
川
に

交
付
さ
れ
て
お
り
、
本
件
契
約
は
、
被
告
が
実
質

的
な
借
主
と
な
る
よ
う
な
契
約
で
は
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
被
告
乙
山
に
は
、
本
件
両
契
約

を
締
結
す
る
意
思
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

本
件
両
契
約
は
、
契
約
当
事
者
の
意
思
を
欠
く
の

で
無
効
で
あ
る
。

オ
民
法
九
三
条
但
書
の
類
推
適
用
に
よ
る
本

件
消
費
貸
借
契
約
等
の
無
効

明
被
告
丙
川
の
主
張
(
後
記
三
、

ω、

ア
)
と
同
様
で
あ
る
。

川
本
件
根
抵
当
権
設
定
契
約
の
無
効

根
抵
当
権
設
定
契
約
の
要
素
は
、
①
被
担
保
債

権
の
範
囲
の
限
定
、
②
根
抵
当
権
者
及
び
債
務

者
、
③
極
度
額
の
定
め
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
各
要

素
が

一
つ
で
も
欠
け
る
と
、
根
抵
当
権
設
定
契
約

は
不
成
立
と
な
る
。

本
件
に
お
い
て
、
被
告
乙
山
は
、
戊
田
か
ら
、

契
約
内
容
や
書
類
の
記
載
事
項
の
説
明
を
受
け
る

こ
と
な
く
、
多
数
の
書
類
に
署
名
捺
印
し
た
に
す

ぎ
ず
、
本
件
根
抵
当
権
設
定
契
約
の
極
度
額
が
三

0
0
0万
円
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
原
告
会
社
と
被
告
乙
山
と
の
聞

で
極
度
額
に
つ
い
て
の
合
意
が
存
在
し
な
い
の

で
、
本
件
根
抵
当
権
設
定
契
約
は
、
極
度
額
の
定

め
を
欠
き
、
不
成
立
で
あ
り
、
上
記
契
約
に
基
づ

く
、
本
件
各
仮
登
記
は
無
効
で
あ
る
。

三
被
告
丙
川
の
原
告
会
社
の
主
張
に
対
す
る

認
否
及
び
主
張

ω
原
告
会
社
の
主
張
に
対
す
る
認
否

ア
原
告
会
社
の
主
張

ωな
い
し

ωの
事
実
は

否
認
す
る
。

同

ωア
の
事
実
は
認
め
、

イ
の
事
実
は
不

イ
a

円

u
o

'EAF
 ウ
同
聞
は
争
う
。

ω
被
告
丙
川
の
主
張

(
民
法
九
三
条
但
書
の
類
推
適
用
に
よ
る
本
件

消
費
貸
借
契
約
の
無
効
)

ア
原
告
会
社
と
被
告
丙
川
と
の
聞
に
は
、
被

告
丙
川
を
借
受
人
と
す
る
借
用
証
書
が
作
成
さ
れ

て
お
り
、
形
式
的
に
は
本
件
消
費
貸
借
契
約
が
締

結
さ
れ
て
、
貸
付
け
が
実
行
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
金
融
業
者
が
貸
付
け
を
行
な
う
際
、

借
受
人
が
単
に
名
義
を
貸
し
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と

を
知
っ
て
い
た
と
き
は
、
消
費
貸
借
上
に
貸
主
と

し
て
保
護
を
受
け
る
に
値
せ
ず
、
民
法
九
三
条
但

書
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
借
受
人
に
対
し
て
貸
付

金
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。
(
最
高
裁
平
成
七
年
七
月
七
日
第

二
小
法
廷
判
決
参
照
)
。

イ
本
件
貸
付
け
は
、
実
際
に
は
、
被
告
乙
山

に
金
融
を
得
さ
せ
る
目
的
で
、
被
告
丙
川
の
名
義

を
使
用
し
て
、
不
動
産
購
入
資
金
の
目
的
で
融
資

を
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
名
義
貸
し
に
よ
る
貸

付
け
で
あ
る
。

ウ
被
告
丙
川
の
名
義
使
用
は
、
被
告
乙
山
の

意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
被
告
丙
川
も
こ
れ
を

容
認
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
件
貸
付
け
に

際
し
、
原
告
会
社
の
担
当
者
で
あ
っ
た
戊
田
は
、

自
ら
被
告
丙
川
に
名
義
貸
し
を
促
し
て
主
導
す
る

形
で
名
義
貸
し
に
関
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
戊
田
は
、
本
件
貸
付
け
が
名
義
貸
し
で

あ
る
こ
と
を
知
悉
し
て
い
た
。

エ
以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
消
費
貸
借
契
約

は
、
民
法
九
三
条
但
書
の
類
推
適
用
に
よ
り
無
効

で
あ
り
、
被
告
ら
は
、
原
告
会
社
に
対
し
、
契
約

上
の
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
。

四
原
告
会
社
の
被
告
ら
の
主
張
に
対
す
る
認

否
及
び
反
論

ω
被
告
乙
山
の
主
張
(
二
、

ω)
事
実
は
、

い
ず
れ
も
争
う
。

ω
被
告
丙
川
の
主
張
(
三
、

ω)
事
実
は
、

い
ず
れ
も
争
う
。

ω
原
告
会
社
の
反
論

本
件
貸
付
け
は
、
被
告
丙
川
が
被
告
乙
山
が
所

有
し
て
い
た
本
件
各
不
動
産
の
購
入
資
金
を
調
達

す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
被
告
丙
川

は
、
本
件
各
不
動
産
を
転
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

本
件
債
務
を
返
済
す
る
予
定
で
あ
り
、
被
告
乙
山

は
、
被
告
丙
川
の
本
件
債
務
を
担
保
す
る
た
め

に
、
本
件
両
契
約
を
締
結
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
本
件
第
二
事
件
)

一
被
告
乙
山

ω
被
告
乙
山
は
、
本
件
各
不
動
産
を
所
有

し
、
本
件
各
不
動
産
に
は
、
原
告
会
社
を
権
利
者

と
す
る
本
件
各
仮
登
記
を
設
定
さ
れ
て
い
る
。

ω
(本
件
第
一
事
件
及
び
本
件
第
三
事
件
)

の
二
、

ω(被
告
乙
山
の
主
張
)
と
同
様
で
あ

る
。ω
結
語

よ
っ
て
、
本
件
両
契
約
は
、
効
力
を
有
し
て
い

な
い
の
で
、
被
告
乙
山
は
、
原
告
会
社
に
対
し
、

所
有
権
に
基
づ
き
、
主
文
一
項
記
載
の
と
お
り
、

本
件
各
仮
登
記
の
抹
消
登
記
手
続
を
求
め
る
。

二
原
告
会
社

原
告
の
主
張
は
、
い
ず
れ
も
争
う
。

第
三
当
裁
判
所
の
判
断

一

本
件
消
費
貸
借
契
約
及
び
本
件
両
契
約
の

成
否
に
つ
い
て
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ω
本
件
消
費
貸
借
契
約
及
び
本
件
両
契
約
の

締
結
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て

〈
証
拠
略
〉
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
事
実
が
認
め

ら
れ
る
。
ア
被
告
乙
山
は
、
平
成
二
二
年
こ
ろ
、
株
式

会
社
A
(
以
下
「
A
」
と
い
う
。
)
が
運
営
す
る

フ
ァ
ン
ド
に

一
五
O
万
円
を
出
資
し
、
さ
ら
に
、

A
の
代
表
者
で
あ
る
丁
原
梅
夫
(
以
下
「
丁
原
」

と
い
う
。
)
に
対
し
、
一
五

O
万
円
を
預
託
し
た

が
、
平
成
二
三
年
一

O
月
以
降
、

A
等
か
ら
配
当

を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
被
告
乙
山
は
、
弟
に

対
す
る
借
金
一

O
O万
円
及
び
生
命
保
険
会
社
か

ら
の
借
入
金

一
O
O万
円
の
返
済
並
び
に
自
己
の

生
活
費
一

O
O万
円
の
合
計
三

O
O万
円
が
必
要

と
な
り
、
丁
原
に
上
記
三

O
O万
円
の
返
還
を
求

め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
丁
原
は
、
被
告
乙
山
の
申

し
出
を
断
り
、
三

O
O万
円
が
必
要
で
あ
る
な
ら

ば
借
入
れ
す
る
こ
と
を
勧
め
、
被
告
乙
山
が
七
七

歳
の
高
齢
者
で
あ
る
た
め
、
同
人
が
借
主
と
な
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
丁
原
が
借
主
と
な
り
、
被

告
乙
山
が
所
有
す
る
本
件
各
不
動
産
を
担
保
に
す

れ
ば
、
借
入
れ
が
可
能
で
あ
る
旨
提
案
し
た
。
た

だ
し
、
借
入
金
額
は
、
不
動
産
を
担
保
す
る
場

合
、
一

O
O
O万
円
以
上
で
な
け
れ
ば
、
契
約
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

イ
被
告
乙
山
は
、
一

O
O
O万
円
以
上
借
り

た
と
し
て
も
、
自
己
が
必
要
と
す
る
三

O
O万
円

と
丁
原
の
報
酬
分
を
差
し
引
い
た
残
金
を
直
ち
に

弁
済
し
、
丁
原
か
ら
前
記
出
資
金
等
の
三

O
O万

円
を
返
還
し
て
も
ら
え
ば
、
借
入
金
の
返
済
が
可

能
で
あ
る
と
判
断
し
、
上
記
提
案
に
賛
成
し
、
貸

主
を
探
す
こ
と
を
丁
原
に
依
頼
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
被
告
乙
山
は
、
当
初
か
ら
、
丁
原
を
名
義
上
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の
借
主
と
し
つ
つ
、
実
質
的
に
は
、
自
己
に
金
銭

が
交
付
さ
れ
る
内
容
の
契
約
を
締
結
す
る
目
的
で

あ
っ
た
。
ウ
被
告
乙
山
は
、
平
成
二
四
年
二
月
二
日
、

丁
原
か
ら
、
本
件
各
不
動
産
を
担
保
に
融
資
を
す

る
業
者
が
見
つ
か
っ
た
と
し
て
、
丁
原
と
一
緒
に

上
京
し
、
両
国
の
ホ
テ
ル
で
甲
田
を
紹
介
さ
れ

た
。
甲
田
は
、
翌
日
、
上
記
ホ
テ
ル
を
訪
れ
、
被

告
乙
山
に
対
し
、
「

一
人
で
来
て
く
れ
。
」
と
述
べ

て
、
被
告
乙
山
を
原
告
会
社
の
事
務
所
に
案
内
し

た
。
被
告
乙
山
は
、
甲
田
と
一
緒
に
原
告
会
社
の

事
務
所
内
の
プ
1
ス
に
入
る
と
、
原
告
会
社
の
担

当
者
で
あ
る
戊
固
と
被
告
丙
川
が
在
室
し
て
い

た
。
被
告
乙
山
は
、
原
告
会
社
が
融
資
先
で
あ
る

と
理
解
し
、
戊
田
に
対
し
、
「
欲
し
い
の
は
三
O

O
万
円
な
の
で
、
私
が
三
O
O万
円
を
借
り
た

い
。
」
と
言
っ
た
が
、
戊
田
は
、
こ
れ
に
対
し
、

返
事
を
せ
ず
、
在
室
し
て
い
た
被
告
丙
川
を
紹
介

し
た
り
、
同
人
の
資
力
な
ど
を
説
明
す
る
こ
と
も

な
か
っ
た
。

エ
被
告
丙
川
は
、
横
浜
市
内
で
株
式
会
社
B

(
以
下

「
B
」
と
い
う
。
)
と
い
う
商
号
で
不
動

産
仲
介
業
を
営
ん
で
い
た
が
、
平
成
二
四
年
二
月

三
日
、
乙
野
と
い
う
男
か
ら
、
「
本
件
各
不
動
産

の
所
有
者
が
融
資
を
受
け
る
が
、
同
時
に
不
動
産

売
買
を
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
売
買
契
約
書

を
作
成
し
し
て
欲
し
い
。
」
と
の
依
頼
を
受
け
、

売
主
名
と
物
件
表
示
だ
け
印
字
し
た
売
買
契
約
書

を
作
成
し
て
、
原
告
会
社
の
事
務
所
を
訪
れ
た
。

被
告
丙
川
は
、
し
ば
ら
く
待
っ
て
い
た
が
、
被

告
乙
山
と
甲
田
が
ブ

1
ス
内
に
入
っ
て
き
た
後
、

原
告
会
社
の
担
当
者
で
あ
る
戊
田
か
ら
「
乙
山
さ

ん
は
高
齢
の
た
め
、
社
内
規
定
に
よ
り
債
務
者
に

は
な
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
丙
川
さ
ん
に
債
務
者
と

な
っ
て
も
ら
い
、
連
帯
保
証
人
は
乙
山
さ
ん
、
融

資
金
額
は
一
三

O
O
万
円
、
融
資
期
間
は
二
か

月
、
金
利
は
年
率
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
、
融
資
担
保

は
乙
山
さ
ん
所
有
の
不
動
産
と
し
た
い
。
」
と
の

説
明
を
受
け
た
。

被
告
丙
川
は
、
事
前
に
受
け
て
い
た
話
し
と
違

っ
た
の
で
、
怪
詩
な
顔
を
し
て
い
る
と
、
戊
田

は
、
被
告
丙
川
を
プ

l
ス
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ

ろ
に
連
れ
て
行
き
、
「
丙
川
さ
ん
は
、
債
務
者
に

な
る
け
ど
、
単
な
る
名
義
貸
し
で
、
実
際
の
借
入

者
は
乙
山
さ
ん
で
あ
り
、
担
保
提
供
は
乙
山
さ
ん

が
す
る
。
そ
こ
で
、
担
保
不
動
産
を
B
が
購
入
す

る
売
買
契
約
を
締
結
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ

ば
、
返
済
が
焦
げ
つ
い
た
場
合
、
当
社
と
し
て

も
、
早
く
融
資
金
を
回
収
が
で
き
る
。
」
と
説
明

し
た
の
で
、
被
告
丙
川
は
、
商
売
に
な
る
と
思

い
、
こ
れ
を
承
諾
し
た
。

オ
被
告
乙
山
は
、
戊
田
か
ら
書
類
に
署
名
捺

印
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
個
々
の
書
類
に
内
容

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
、
本
件

連
帯
保
証
契
約
書
、
本
件
根
抵
当
権
設
定
契
約
書

や
被
告
乙
山
と
B
と
の
聞
の
本
件
各
不
動
産
売
買

契
約
書
を
含
む
一

O
通
以
上
の
書
類
に
署
名
捺
印

さ
せ
ら
れ
、
被
告
丙
川
も
上
記
書
類
に
署
名
捺
印

し
た
。カ
そ
の
後
、
原
告
会
社
の
社
員
が
、
一
三

O

O
万
円
の
現
金
を
プ
l
ス
内
に
置
か
れ
て
い
た
テ

ー
ブ
ル
の
上
に
運
ん
で
来
た
と
こ
ろ
、
同
席
し
て

い
た
甲
田
は
、
六

O
O万
円
を
取
り
分
け
て
被
告

乙
山
の
カ
バ
ン
の
中
に
入
れ
、
戊
田
に
手
数
料
と

し
て
一
九
五
万
円
を
渡
レ
、
乙
野
に
も
幾
ら
か
の

現
金
を
渡
し
、
そ
の
残
り
を
銀
行
の
袋
に
戻
す

と
、
そ
の
場
に
い
た
者
達
は
、
そ
の
場
を
離
れ
ブ

ー
ス
か
ら
出
て
行
っ
た
。
被
告
丙
川
は
、
本
件
消

費
貸
借
契
約
の
借
受
名
義
人
と
な
っ
た
だ
け
で
あ

っ
た
た
め
、
全
く
金
銭
を
受
け
取
ら
な
か
っ
た

が
、
本
件
各
不
動
産
の
売
買
契
約
に
つ
い
て
甲
田

ら
に
話
合
い
を
求
め
た
が
断
ら
れ
た
。

キ
被
告
乙
山
は
、
甲
田
と
伴
に
帰
途
に
つ
い

た
が
、
そ
の
途
中
で
、
甲
田
か
ら
五

O
万
円
を
要

求
さ
れ
て
、
こ
れ
を
手
渡
し
た
。
そ
の
後
、
被
告

乙
山
は
、
丁
原
と
一
緒
に
仙
台
の
自
宅
に
戻
っ
た

が
、
そ
の
日
の
う
ち
に
、
丁
原
に
対
し
、
四

O
O

万
円
を
手
渡
し
、
後
日
、
さ
ら
に
一
五

O
万
円
を

手
渡
し
た
た
め
、
手
元
に

一
銭
も
残
ら
な
か
っ

た

ω
本
件
消
費
貸
借
契
約
及
び
本
件
両
契
約
の

成
立
に
つ
い
て

前
記
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
原
告
会
社
と
被
告

丙
川
は
、
本
件
消
費
貸
借
契
約
を
作
成
し
て
い
る

こ
と
、
原
告
会
社
と
被
告
乙
山
は
、
本
件
連
帯
保

証
契
約
書
及
び
本
件
根
抵
当
権
設
定
契
約
書
を
作

成
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
原
告
会
社
と

被
告
丙
川
と
の
聞
に
本
件
消
費
貸
借
契
約
が
、
原

告
会
社
と
被
告
乙
山
と
の
聞
に
本
件
連
帯
保
証
契

約
及
び
本
件
根
抵
当
権
設
定
契
約
が
成
立
し
た
こ

と
が
、
一
応
認
め
ら
れ
る
。

二
本
件
消
費
貸
借
契
約
の
効
力
等
に
つ
い
て

ω
被
告
丙
川
及
び
被
告
乙
山
は
、
本
件
消
費

貸
借
契
約
は
、
民
法
九
三
条
但
書
の
類
推
適
用
に

よ
り
無
効
で
あ
り
、
原
告
会
社
に
対
し
て
、
契
約

上
の
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
旨
主
張
す
る
の

で
、
検
討
す
る
。

ω
金
融
業
者
が
貸
付
け
を
行
な
う
際
、
借
受

人
が
単
に
名
義
を
貸
し
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
知
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っ
て
い
た
と
き
は
、
消
費
貸
借
上
の
貸
主
と
し
て

保
護
を
受
け
る
に
値
せ
ず
、
民
法
九
三
条
但
書
の

類
推
適
用
に
よ
り
、
借
受
人
に
対
し
て
貸
付
金
の

返
還
を
求
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
解
す
べ
き

で
あ
る
(
最
高
裁
平
成
七
年
七
月
七
日
第
二
小
法

廷
判
決
参
照
)
。

ω
前
記
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
貸
付
け

は
、
実
際
に
は
、
高
齢
で
あ
る
被
告
乙
山
に
金
融

を
得
さ
せ
る
目
的
で
、
被
告
丙
川
の
名
義
を
使
用

し
て
、
不
動
産
購
入
資
金
名
下
に
融
資
を
行
っ
た

も
の
で
あ
っ
て
、
被
告
丙
川
が
貸
付
金
を
受
け
取

っ
て
い
な
い
こ
と
に
照
ら
す
と
、
名
義
貸
し
に
よ

る
貸
付
け
で
あ
る
と
い
え
る
。
被
告
丙
川
の
名
義

使
用
は
、
被
告
乙
山
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
被
告
丙
川
も
こ
れ
を
容
認
し
て
い
た
も
の
で

あ
る
が
、
本
件
貸
付
け
に
際
し
、
原
告
会
社
の
担

当
者
で
あ
っ
た
戊
田
は
、
自
ら
被
告
丙
川
に
名
義

貸
し
を
促
し
て
主
導
す
る
形
で
名
義
貸
し
に
関
与

し
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
貸
付
け
が
名
義
貸
し
で

あ
る
こ
と
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
も
の
で
あ

る。

2266号

し
た
が
っ
て
、
原
告
会
社
は
、
消
費
貸
借
上
の

貸
主
と
し
て
保
護
を
受
け
る
に
値
し
な
い
の
で
、

本
件
消
費
貸
借
契
約
は
、
民
法
九
三
条
但
書
の
類

推
適
用
に
よ
り
無
効
で
あ
り
、
原
告
会
社
は
、
被

告
丙
川
に
対
し
、
本
件
消
費
貸
借
契
約
に
基
づ
き

貸
付
金
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

ω
原
告
会
社
は
、
本
件
貸
付
け
は
、
被
告
丙

川
が
、
被
告
乙
山
が
所
有
し
て
い
た
本
件
各
不
動

産
の
購
入
資
金
を
調
達
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
被
告
丙
川
は
、
本
件
各
不
動
産
を
転

売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
件
債
務
を
返
済
す
る
予

定
で
あ
り
、
被
告
乙
山
は
、
被
告
丙
川
の
本
件
債

判例時報

務
を
担
保
す
る
た
め
に
、
本
件
両
契
約
を
締
結
し

た
も
の
で
あ
る
旨
主
張
し
、
〈
証
拠
略
〉
の
結
果

中
に
は
こ
れ
に
沿
う
部
分
も
み
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
記
認
定
事
実
に
加
え
て
、

〈
証
拠
略
〉
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
被
告
乙
山
は
、

被
告
丙
川
の
名
義
を
借
り
て
、
本
件
各
不
動
産
を

担
保
と
し
て
原
告
会
社
か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と

に
同
意
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
娘
家
族
が
生

活
し
て
い
る
本
件
建
物
を

B
に
売
却
す
る
こ
と
は

全
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
被
告
乙
山
は
、

戊
田
か
ら
求
め
ら
れ
る
ま
ま
、
本
件
連
帯
保
証
契

約
書
、
本
件
根
抵
当
権
設
定
契
約
書
や
被
告
乙
山

と
B
と
の
聞
の
本
件
各
不
動
産
売
買
契
約
書
を
含

む一

O
通
以
上
の
書
類
に
署
名
捺
印
し
た
が
、
戊

固
か
ら
契
約
内
容
に
つ
い
て
全
く
説
明
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
、
被
告
丙
川
は
、
戊
田
か
ら
「
本
件
貸

付
け
の
債
務
者
に
な
る
け
ど
、
単
な
る
名
義
貸
し

で
、
実
際
の
借
入
者
は
乙
山
さ
ん
で
あ
り
、
担
保

提
供
は
乙
山
さ
ん
が
す
る
」
旨
の
説
明
を
受
け
て

い
る
こ
と
、
被
告
丙
川
は
、
原
告
会
社
か
ら
、
貸

付
金
を
受
領
し
て
い
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ

れ
ら
の
事
情
に
照
ら
す
と
、
原
告
会
社
の
上
記
主

張
に
沿
う
上
記
各
証
拠
は
、
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
他
に
原
告
会
社
の
上
記
主
張
を
認
め
る
に

足
り
る
的
確
な
証
拠
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
原
告
会
社
の
上
記
主
張
は
、
採

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ω
そ
う
す
る
と
、
本
件
消
費
貸
借
契
約
は
、

民
法
九
三
条
但
書
の
類
推
適
用
に
よ
り
無
効
で
あ

る
の
で
、
本
件
連
帯
保
証
契
約
は
、
附
従
性
に
よ

り
効
力
が
生
じ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
原
告
会
社
は
、
被
告
乙
山
に
対

し
、
本
件
連
帯
保
証
契
約
に
基
づ
き
本
件
債
務
の

履
行
を
請
求
す
る
と
と
は
で
き
な
い
。

三
本
件
両
契
約
の
効
力
に
つ
い
て

ω
債
権
者
は
、
連
帯
保
証
契
約
や
根
抵
当
権

設
定
契
約
を
締
結
す
る
際
に
は
、
保
証
人
や
物
上

保
証
人
に
対
し
て
、
そ
の
契
約
内
容
を
正
確
に
理

解
さ
せ
、
ま
た
、
冷
静
な
考
慮
の
も
と
で
、
保
証

引
受
け
の
可
否
を
決
定
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
、
契

約
内
容
に
誤
り
が
あ
る
場
合
に
は
、

事
後
的
に
契

約
内
容
を
是
正
す
る
機
会
を
与
え
る
べ
き
信
義
上

の
保
証
人
保
護
義
務
を
認
め
る
の
が
相
当
で
あ

る。

ω
前
記
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
に
お
い

て
、
原
告
会
社
は
、
本
件
両
契
約
締
結
時
に
お
い

て
、
連
帯
保
証
人
及
び
物
上
保
証
人
と
な
る
被
告

乙
山
に
対
し
、
被
告
雨
川
が
主
債
務
を
弁
済
し
な

い
場
合
に
は
、
本
件
各
不
動
産
が
競
売
に
か
け
ら

れ
て
所
有
権
を
喪
失
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
説
明
せ
ず
、
さ
ら
に
、
上
記

リ
ス
ク
は
、
被
告
丙
川
の
収
入
及
び
資
力
に
よ
る

の
に
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
考
慮
せ
ず
、
ま
た
、
本

件
両
契
約
を
締
結
す
る
際
、
被
告
乙
山
が
高
齢

で
、
判
断
能
力
に
乏
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
熟
慮
期
間
を
与
え
ず
に
関
係
書
類

に
署
名
捺
印
さ
せ
た
う
え
、
本
件
両
契
約
書
を
交

付
し
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
原
告
会
社
は
、
本
件
両
契
約

に
伴
う
信
義
則
上
の
義
務
で
あ
る
上
記
保
証
人
保

護
義
務
に
違
反
し
た
も
の
で
あ
る
。

ω
原
告
会
社
は
、
本
件
両
契
約
締
結
の
際
、

上
記
保
証
人
保
護
義
務
を
怠
り
、
被
告
乙
山
を
し

て
本
件
両
契
約
を
締
結
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
被

告
乙
山
に
対
し
て
、
実
質
的
に
三

O
O万
円
を
借

り
受
け
る
と
い
う
契
約
目
的
を
逸
脱
し
、
重
大
な

不
利
益
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
会
社

の
上
記
保
証
人
保
護
義
務
の
不
履
行
は
、
本
件
両

契
約
に
と
っ
て
、
重
要
な
義
務
違
反
で
あ
る
と
い

〉
え
ヲ
匂
。ω
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
被
告
乙
山

が
、
平
成
二
四
年
六
月

一
八
日
付
け
第
一
準
備
書

面
に
お
い
て
、
原
告
会
社
に
対
し
、
保
証
人
保
護

義
務
の
不
履
行
に
基
づ
き
、
本
件
両
契
約
を
解
除

す
る
旨
の
意
思
表
示
を
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る。
印
し
た
が
っ
て
、
本
件
両
契
約
は
、
い
ず
れ

も
、
契
約
締
結
時
に
お
げ
る
保
証
人
保
護
義
務
の

不
履
行
に
基
づ
き
解
除
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
効

力
を
有
し
な
い
。

四

結

語

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
第
一
事
件
及
び
本
件
第

三
事
件
に
つ
い
て
、
原
告
会
社
の
被
告
乙
山
及
び

被
告
丙
川
に
対
す
る
各
請
求
は
、
そ
の
余
の
点
を

判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
い
ず
れ
も
理
由
が
な

く
、
本
件
第
二
事
件
に
つ
い
て
、
原
告
会
社
は
、

本
件
両
契
約
が
解
除
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
件
各

仮
登
記
の
抹
消
登
記
手
続
を
す
る
義
務
が
あ
る
。

五

結

論

よ
っ
て
、
原
告
会
社
の
第

一
事
件
及
び
第
三
事

件
の
請
求
は
、
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
か
ら
棄
却

し
、
被
告
乙
山
の
第
二
事
件
の
請
求
は
、
理
由
が

あ
る
か
ら
認
容
す
る
こ
と
と
し
、
訴
訟
費
用
の
負

担
に
つ
き
、
民
事
訴
訟
法
六
一
条
を
適
用
し
て
、

主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。(
裁
判
官

滝
津
雄
次
)

~IJ 別
紙紙

物
件
目
録
〈
略
〉

登
記
目
録
〈
略
〉
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